
　　　嚢
　　　　　　　　　　　



まないた ば ら

俎原 遺 跡

縄文時代中期の環状集落址

長野県塩尻市俎原遺跡発掘調査概報

第70号住居址出土の釣手土器
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例言

1.本 書は塩尻インター林間工業団地造成事業に伴なう,長 野県土地開発公社と塩尻市教育委員

会との契約に基づいて行われた姐原遺跡発掘調査概報である。

2.調 査経費については長野県土地開発公社からの委託金による。

3.発 掘調査は姐原遺跡発掘調査団(団 長 ノ」＼松克巳氏)に 委託 し,現 場での調査は昭和60年8

月30□ から12月/3日 まで行った。

4.発 掘調査団は次のとおりである。

団 長 小松克巳

調査員 小林康男,伊 東直登,鳥 羽嘉彦,市 川二三夫,島 田哲男。

調査補助員 前田清彦,三 村 洋,五 味裕史,山 田仁和,腰 原典明,奥 原俊幸,細 □喜則,

掬川由里子,和 田晋治,龍 堅 守。

5.本=書 の執筆 ・編集は小林,伊 東,鳥 羽が行った。

6.調 査にあたり次の方々の御指導,御 助言を賜った。記して感謝申し上げたい(敬 称略)。

樋□昇一,丸 山徹一郎,桐 原 健。

7.本 調査の出土品 ・諸記録は平出遺跡考古博物館に保管している。
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1 遺跡の位置と環境

姐原遺跡は塩尻市大字片丘北熊井に所在し,塩 尻市の東方に南北に延びる片丘丘陵上に位置す

る。

片丘丘陵は鉢伏山塊(鉢 伏〕」,高ボッチ山,東 山)の 西麓斜面に沿って発達した丘陵で,洪 積

世中頃(約70フラ年前)に 松本盆地南¥/部で起こった南北11、生の断層運動によって生じた崖錐性堆i積
'物

を基盤とする。塩尻市街地東方の小坂田付近から松本市の寿付近まで2km前 後の幅を維持して

約/0kmにわたって延びており,平 均勾配は60と 相当急な斜面を西へ向けている。丘陵上には〕」麓

から流下する群小の河川によって形成された複合扇状地がよく発達しており,そ の扇端は盆地縁

辺の河岸段丘面に接している。これらの諸河川はいすれも塩尻峠に源を発し,丘 陵直下を北流し

ている田川 こほぼ直角に流れ込んでいる。 、

姐原遺跡は,そ の中のりつである大沢川とその支流にあたる牛亮沢川こよって南側と北側をそ

れぞれ深く開析された尖頭形の台地上にある。台地中央には大きな窪地帯が台地方向に走ってお

り,遺 跡はこの窪地帯と北側の牛亮沢に挾まれた小丘陵上に展開している。この窪地帯に現在,

第/図 姐 原 遺 跡 位 置 図/:50,000
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表流水は流れていないが降雨時には湧水域となり古代においてもかなり湿潤な状態にあったこと

が推察される。台地下の両河川までは約20mの 比高差を有し,遺 跡と直接関係ある牛亮沢川側は

断崖をもって沢に臨んでいる。現在,長 野県畜産試験場が一角に建つ南隣りの台地上には山ノ神

遺跡が,ま た北隣りの台地上には大沢遺跡 ・中原遺跡といった共に縄文時代中期の遺跡が対峙し

ている。

大沢の谷筋を上り,東 山を越えると岡谷市の横河川上流へ下りる。この荷直峠は現在の塩尻峠

が開ける以前に利用されていた古道であり,松 本¥/と諏訪盆地を結ぶ重要な交易路となっていた

らしい。本遺跡が単に松本平の縁辺部にとどまらす,隣 接文化の中継地として,そ の位置的重要

性を伺い知ることができょう・

II調 査 概 要

姐原遺跡は,多 量の表面採集が可能な遺跡として古くから知られていた。過去における発掘調

査は1978～80年,松 本深志高校地歴会考古班により台地上北側で行なわれ,今 回調査 のA～C-

8～20グ リツド区域にほぼ該当し,そ の結果は/98/年,同 会による報告書 「あぜみち30号 」で報

告されている。今回の発掘調査に先がけた現地踏査 においては,多 数の縄文時代中期土器片,石

器類のほか,土 師器片,須 恵器片が得られ,複 合遺跡であることを伺わせていた・

調査区は,尖 頭形台地上の先端から/70m以 東,北 側の畑地で,重 機による表土除去後,西 から

東へ り～28,北 から南へA～Tの4mグ リッドを設定し,調 査総面積6,700m21こ及んだ。

検出遺構は,縄 文時代中期の竪穴イ主居肚147軒,小 竪穴169基,平 安時代の竪穴住居姓19軒 で,

それぞれの時期における集落形態解明のほか,多 くの成果をおさめた。

縄文時代では,東 側および西側で調査区域外のため若干二の未掘部分を残すものの,東 西約/00m,

南北約80mで,直 径40m程 の中央広場を持つ環状の集落姓が検出された。〔‡〕期全搬にわたる土器

の出土は,こ れを伴出した遺構の分布調査により中期初頭から最終末にいたる集落の変遷を解明

するとともに,松 本二Pにおける土器編年構成上の一助をな し,供 伴する石器類も中部高地該期の

組成上典型的な様相を呈 しており,中 期全搬にわたる変遷iをとらえることができた。また,遺 構

の検出はみられなかったものの,多 量の特殊磨石とともに,少 量ではあるが押型文,条 痕文の土

器片,お よび前期の諸磯b式,C式 士器片が出土 し,こ の台地が,縄 文時代早期から中期にいた

るまでの,東 山山麓における拠点的集落であったことが判明した。

平安時代の住居姓は,調 査区の中央部以南から大部分検出されたが,こ れについても比較的少

ない検出数ではあったものの,や はりその出土遺物により1期 からIV期 にかけて数軒すつのグル

ーピンクがなされることにより,各 時期の集落形態とその変遷が看取され,こ の地域における¥/

安時代山棲み集落の様相をとらえることができた。
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第2図 調 査 地 区 図

調査地区の航空写真(北更より)
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III 縄 文 寺日 代

▲/7,45,///号 住 居祉(写 真中央 ・南側から)45号 住 に貼 床 がな さx'2/7号 住 がつ く られ てい

る 。や や浮 いた炉 が/7号 住 の炉 で 高く 浮.いた 炉 が///号 住 の炉。 北側 に98号 住 が切 り合 っ

ている 。

</7号 住居の炉 北側の石は焼けてボロ

ボ■になっていた。

レ///号住居の炉 東側の炉石は長芋の

耕作時に取り除かれたと思われる。

一6



▲出 ±状 態45号 住 居 趾出 土の藤 内II式

大形 深鉢 。 南 壁 際 て 出 ± した 。器 高

548cmo

レ復 元 後

▼45号住居 出±の深鉢。

底部は出土しなかった。

▼45号住居 床面の遺物出土状態。
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▲左 上 か ら76,46,/8号 住 居 肚と 手前44号 住居 坑 の切 り合 い 楠/則から)。

<左44号 住居 の 炉。

<右44号 住居.北更 の ビ ・ソト

内 で石柱 状の 細 長い 礫 が検

出 され た。 ビ・ソトは長怪60

cm,深 さ65cm。

レ46号住居:吐の埋甕

半戯と復元の写真。

胴部から下がなく,

中に凹石が入って

いた。
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▲76号住居地 入■に埋甕を埋設し,q]央 やや奥寄りに

石匪炉を持つ善利1>『期の典型的な住居肚。奥壁下の床

面上に台石が据えられている。

<(同 上)書 利IV期 の典 聖的 な炉 。焚 ■は 手前 。

<(同 上)厘 甕埋設状鳶

▼76号住居田土の深鉢形土器。

底部はやや上げ底○

レ埋 甕 底 部 窄孔 も怠 い

完 形1■で器 高3/.Ocm。

9



▲/9号住居雄(南側から)炉石は焚■側が抜き去られていた。

▼炉内に深鉢が完形品で落ち込んでいた。

▼炉内出土土器

盛

▲/9号 住 居埋 甕 器高

275cmて,底 部穿 孔

のな い完形 品。

レ埋甕t里設状態

/0



▲20号 住1居:吐(南側から)直 径6.りmを 計 る比 藪的大 き な住居 埴 であ った。

▲(同 上)炉 西横の小堅穴

から打.斧,凹石とともに底

部の欠けた曽利III式深鉢が

出主した。住居廃棄後の小

竪穴と思われる。

▲(同 上)石 囲炉の一部

は長芋の耕二作による抜去

も考えられる ものの,明

らかに当時の人為的抜去

の跡も残されている。

レ(同 上)小 竪穴

出土の深鉢。

//



▲40号 住 居堆(手 前)と,そ の奥 左 から48,2/,39号 住 居 埴 の切 り合 い を南 側 から みる 。

<140号 イ主居 田土 深鉢 。

器 高265cm

▲39号 住 居 出土深 鉢。

器 高275cm

㌧
鞠 ～

▲48号住居埋甕

完形品か正位て

埋毅されていた。

レ48号住居囲炉 長芋の耕

作により西側皐分の炉石

は抜かれている。
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▲22号 住居 肚(南 側から)手 前 こ蓋 付 きの埋 甕 がある が,そ の手前39号 住居 こ貼 床 を して埋 設 してあ った ・

▲(同 上)埋 甕部分。今回の調査で石蓋付きの埋

甕は,本 堆と36号住居の2例 たけであった。

レ(同 上)埋 甕00高383cm。 底

部穿 孔の ない完 形吊 。

/3



▲手前54号,そ の奥23号,右 奥/38号 の各住 居埴 を南 西方 向 から みる。

中央広 場 北西側 こ面 して3軒 が切 り合 って検 出さ れた 。

▲54号住居堆(南萸側から)手 前 こ埋甕が埋設され,炉 石 ますへて抜去され

ている。写真 番左の柱穴内 こ深鉢□縁部が落ぢ込んていた。

/4



<54号 住居柱穴内に落ち込んでい

た曽利II式の深鉢形土器。

▼54号住居埋甕埋設状態。

▼54号 住 居埋 甕 器高45りcmの 完形 品。 ■縁 部文

様 帯 と胴部 文様 帯 が,こ の よう な組 み合わ せ を

もっ たゴニ器 は,松 本 平 ては 珍 しい。

▼(同 上)埋 甕展開写真

/5



▲23号 住 居雄(南/則 から)奥 壁 こ寄 った炉 ま,炉 石 がす べ て抜去 され て

いた。 入 口部分 こ埋 甕 が埋設 され て いる。

▼23号 住 居 出土の 小型 釣手 士器 。00高/25cm

▲(上)曽 利III式の埋 甕 底 部 ま て

完 存 し,器 高330cmを 計 る。

/6



▲25号 イ主居 堆(剣 目1から)遺 存 状 態 の よ い曽 利1式 期 の

イ主居 。掘 り込 みは 浅く,5本 柱 穴を もち 中央 やや西 寄

りに 平石 を横 に並 へた石 囲 炉 を 設 け て いる 。手 削(中

広場 目)に 立 石が 嶺倒 しに怠 ってい る。

レ25号 住 居 出土 の□ 縁部 を欠 いた 曽利1

式†oa。 現存 高/ｰ5cm。

▲左 から42号,4/号 住居 蛙 酒 但吻 ら)長 芋 と髪世 の 損乱 か著 しい。

/7



▲24号 住居 堆(手 前炉の住居胆 と,本 坑に大 部分 切 られ て右上/則こ一段 高 く/35号 住居L

堆。 床面 一ヒ広 範嗣 に焼 ± がみ とめ られ,焼 失 家屋 の可 能性 が高 い。(北側から)

▼24号 住 居出 †の 高さ り33

cmの 小 型土器 。

▲24号 住居 の石 囲 炉。上 百 が¥/ら 息石 を横た えて

炉 と してい る。左 右 の大 きな石 は,ト ンク ㌧ノや

トチの殼 を割る とき の台石 と したの かも しれな

い。

り8



▲現 存高29.3cm。 薄 手で焼 が よい。 ▲i現存 高20.8cm。

▼器高29.7cm。 把 手がダ イ ナミ ック である 。
24号住居蛙の床面上やや浮いた所から吹

一Lパク ン状態で出±した土器の一部。

▼現存 高/4.Ocm。 格 子 目文 が美 しい。
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▲27号 住居 堆

梛◇;.'滞 呼狼κ 八..吾 盈ゼru'`撃鷺㌦'一 鵜一 欝

大きな石を縦に組んた掘込の深い巨大な石囲炉を持つ。右手壁際に埋甕。

(西側から)

<27号 住居埋甕埋設状態 埋設時の

掘り方 ま甕に合わせている。

レ27号 住居 埋甕 □縁部 と胴 下¥/部

を欠く唐 草文 系 の土器 。

20



▲左 手28号 住 居坑 を 手前29号 住 居坑 が切 って いる 。29号 住居 ま360×340cmの 小 型住居 雄。

(南側から)

レ29号住居の藤内II式期の典型的な

小型石囲炉。

<29号 住居出主の口縁部を欠く甕形土器。

2/



▲手前に大型の30号住居堆と上方に3り号住居 (北/則から)長 芋のx乱 の跡 が無残 。

<30号 住居 床 面上 か ら出±

した,ほ ほ完 形 の土 器。

レ30号 住 居 出 土 の 推 定 復 元 器 高

345cmの 大型 深鉢 形士 器。

22



レ36号 住居 埋 甕 胴下 半部 を正 位 こ埋設 。

底 部完 存。 高 さ325cm。:石i蓋 あ り。

▼上方.から35,36,37号 住居 川1とヰ〕央36号 住居 坑右 手 こ38

号住 居 地。35,36,37各 住居 埴 と も炉石 が抜 去 され,37

号住 居・こま平石 が据 え られて い る。(西側から)

▼37号 住居 埋 甕 左 は底 部欠 姻

て 高さ265cm。 右 は底 部 のみ

95cmo

▲37号 住居 埋i甕半戯 埋甕:取上 づ一

プ時,編 こもう/個 体の 埋甕

底 部 が発見 され た。

23



▲中央33号 住 居 吐 と上方 こ32

号 住居 肚 。33号 住居 肚右 手

こ34号 住 居甦 が切 り合 っ て

いる 。(西側から)

<32号 住居±器出土状態。

▼32号 住居 埋甕 。正 イ立て

胴下 半部 か 埋一nok。底部

完存 。高 さ205cm。

<33{書 イ主居 土里i甕

正位 て底 部た

け か埋設 され

て いた。

高 さ95cm。

24



▲34号.住居 虻(北 側から)

径56mの 隅 がや や 角 は った 円形 プラ

ン の住居 のq]央 に352×287m,深 さ20

cmの 大 き献掘 り込 み を持 った住居 。掘 り

込 みをヰ〕心 と して8:本 の柱 穴 が配列 され

た蒋 異 な住居 。

レ34号イ主居±土土墨 内側落ち込みの壁

にかかって出土した。

25一



▲中央 同心 円 上 こ43号(外)

64号(内),そ の上 方 こ66号,

43号 上 部 こ貼床 の65号 の

各 イ主居 川二。(北慣1から)

s蕩
禦ざyFms噸よ論 霧ま 蕪 搬撫譜 ・ 罫へ、

▲64号 住居 多 量の 土器 が床 面 の上 こ折 り

重な る よう こ投 プ檜て られ て いた。

<43号 住 居 から 出土 した胴 上皐部 の 土偶 高

さ75cm。 両手 こ削後 こ穿たれた孔 かある。

26



〈43,64号 住 居 出 土 土 器>

/.43号 住 居 。 高 さ9.Ocm

2.～5.64号 住 居 祉 高 さ は,

2.推 定 高29.5Cm3,現 存 高22.555

4.現 存 高27.Ocm5.推 定 高22.5cm

27一



▲中央47号住居堆と右手下に/54号 住居比が

切られている。(南側から)47号 住居は掘込

みの深い炉たが石はすへて抜去されている。

台石と埋甕がみえる。

▲47号 住 居 出 土の釣 手 土器。

床 上 に底 を 上に して 押 しつ

ふさ れた よ うな形 て 出二Lし

た。 推定 高/85cm。 中は煤

て黒 くな っ てい る。
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レ ∠17号『イ三コE二居1二⊆ヨ≡三甕 〕L皇ヨ巨ヨ言≦≡と1淵犬態o

口 縁 部 が 床 面 と 同 じ 高 さ に

に 怠 る よ う こ正 位 に 埋 め

ら れ て い る 。

<同 上 埋 甕

高さ53/cmの 唐草文系統の大形土器を使用してい

る。底は完存している。姐原でま,底が冗存した土

器を,正 位こ埋め込んだ埋甕が 般的であった。

▼同上埋甕展開写真4単 位の文様構成がよく分かる。
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▲手前/O7号 住 居 肚に 切 り合 って 」=方に右 から49号(下 写真),

り06号,/05号,/04号 の 各住居 堆 を北西側 からみ る。/07号

住 居 は大 きな石 を組み 合わ せた 石塵 炉を持 ち,一 部抜去

され てい る。

▼49号,/06号 住 居 埴。49号 住 居 は,5本 の主 柱穴 を溝 が 直

線 に結ふ 特異 な構 造 を持 った住 居。イ也に53号,//4号,/20

号 の 類例 が あった 。

▲/07号 住 居 出 土 の 曽利

II式 土器。高 さ243cm。
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▲ 手 前 左 か ら/58,//0,75,」 二方 に/09,り08,50号 の 各 住 居 肚(南 西 則から)

▲中央 から50号,/08,/09号 住居 坑。(東 南馴から)左 手 にり09号住居 の石冤 埋甕 炉。

レ50号住居

石囲炉

▲り09号住 居 の埋甕 炉。 □縁部 た け埋設 され ていた 。

3/



レ50号 住居 から出 土 した藤 内工 式深 鉢形 士開 。胴 下

¥/部 を欠 き
,現 存 高/7cm。

▼50号住居器台出土状態 床からやや浮いた状態て

出士した。
...L._._.......・・.___`...^㌔.、^、_壁"帆^叫 　 w〃^∫.^`._..、 切♪、帥.補 ひ置陥.硲`軸 苗甜 僧顎 く鰍 、軸 騨 タ夢慰 燃,.山磁 ㈱.　 講.一 ㎞ ρ_w呂`,_～,

▲50号 住居 出土 の器 台 高さ52cm。

▲50号 住 居 出士 の藤 内工 式土器

現存 高/82cm。

レ75号 住居 出 土の 曽利III式±器 高さ20cm。
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</04号 住 居 か ら⊥ 土 した 土 偶 咽 部 の

出主状 患。 巾77cm。

レ59号住居出土の曽利1式 深鉢形土器 隆帯を主体

とした文様借成が美しく,古 代人の力強さがイ云わ

ってくる。現存高29cm。

▼手前59号 住居 肚 と左手 上方 こ60,6/号 住 居 杜(西 則

から)。59号 住 居 ま6本 柱 て,建 替 を した こ とがみ

と めら れる。 右 手 二台 石 が2つ 据 え られ てい る。

㍗

a
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▲5り号住 居 出土 土器 高 さ 左26.7cm。 右348cm。 抽象 文 が おも しろい 。

▼5り号 住 居坑(南 側よレ節 中央 が5/号 で,左 を52号,右 を り0号住 居 に切 ら れて いる。 炉石

を抜去 した 大 きな炉 があ り,北 壁i際に は上百 が¥/ら な礫 がす えられ て いた。
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▼52号 住居 出 ±釣 手土

器 北側 床 面上 に横

倒 しに な って出 土 し

た 。中 には 煤の 佃着

した凹石 が入 れ られ

て いた 。高 さ29。5cm。

▲52号 住 居 坑(南 側から)5.60×5.50mの 円 形 の

住 居 で,5本 主 柱 をもつ 。北 壁 に寄 って大 きな

石 囑炉 が 設け られて い るが,炉 石 は住 居廃i棄時

に抜 去さ れて しま って いる。

▼53号住居堆(南側から)右 皐分を52号に切られ

ている。主柱宍間に溝を走らせた特異な住居。
▼53号 イヨ≡居LLヒJJ_ゴニニi二器

高 さ23.9cm。

蝦U一細躍ノ倒
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▲55・83号 住居 坑(西 則から)中 央 の55号 に6

本主 杵 で,中 央 に小形 石開 炉 をも った新 道期

を代 表 する住 居 であ る。左 手 にわす か に顔 を

みせ て いる のが88号 住 居。

▼83号 イ主居土里甕火戸

用 し ている 。

胴下半部を輪切りにしてイ豆

▲55号住居の石囲炉 小さな礫を五角形に組み

合わせた炉で,掘 り込みは浅い。
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55号住居堆±器出±状態

住居内中史から南壁にかけて集中

的に出土した究形 ・¥/完形の士器

群。
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55号 住居 堆 出± 土器 新 道期 の すは ら しい 括士 器群

高 さ/207cm2287cm3/54cm4300cm

皐
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▲56,/4/号 住居 雄(西 則から)中 央 から56号 て,斜 左 に孤状 にわ す か に み え る の が/4/号 。 多 くの

柱穴 かあ る のは2軒 分 のた めか。56号 て は多 くの半 完形 士器 や土偶 が出± した。

▲56号 住 居 出土土器 高さ/87cm ▲ 同左 松本¥/に は珍 ら しい大木 系の 大

形 士器 。高 さ685cm。
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レ58号住居の西よりから埋設状態で

発見された±器。後の時期に埋め

込れたものと思われる。

<58号 住居炉堆 炉中央に土器上半部を

埋め込み,回 りを礫でとり囲んだ石囲

埋甕炉。手前半分が長芋耕作によって

失なわれてしまっている。

▼ 手前57号 住居 右 奥58号 住居 比(粛 則から)

57号 は埋 甕炉,58号 は石 囲 埋甕 炉を 設置
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▲手 前の63号 イ主居 雄 から上 方左 手 へ

順 次62,り24,//9,//8号 の 各住 居 堆

を北/則か ら見る 。63号 住 居 は大 き

な 石 を組ん た掘 り込 みの 深 いi大

な 石囲 炉 を持つ か,長 芋 の耕 作 に

よ る抜 去か は っき り)うか か える。

炉 上方 に埋 甕が み える。

▲63号 住居 埋甕 半戯状 態 長芋 の耕 作

機 によ り胴部¥/分 は破壊 され て いた

か,底 部た けは まぬ かれ,残 され て

いた 。

レ同上 士里甕月同音B
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▲ 手 前86号 住 居 鮭 そ の 左 手 に67号 住 居 オ,上 万 に 同 心 匹

円 で 内 側68号,外 側69号 の0イ 主居 比(西 目1から)。86号 住

居 は 固 い 床 百 が 検 山 さ れ た も の の,柱 穴 が 検 出 さ れ 怠

フアLう＼一)フケ=≡;_∩R」書一イ=〕==∫;≡君ネ==1葺≡三17台7==1_

}5・
r・Y.ジ

▲86号住居の石[用炉 一部に土器片

を組み合わせて使用している。

<68号 住居 出 土の 曽利II式 土 器。

器 高25.8cm。
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<70号 住居出土釣手†器 高さ329cmの 大

形品て,釣 手偵部にラッハ状の飾装をつ

け,釣 手部分には門を主体とした文様を

吋した豪華な土器。

▼釣手土器出土状態 更壁下の床面直上

に正位の状態で出土した。

▼70号 住居 肚(西 則から)奥 壁 便 壁)

下 に釣 手土 器 がみ える。

㎡

峙
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▲70号住居比(西 則から)

6本 主柱,石囲炉の住居て,奥

よりには後に掘り込まれた小

竪穴がみえる。土偶,釣 手±

器,有 孔鍔付土器なと祭祀に

関連した多くの遺物か出土し

ている。右手には,本 埴に切

られた71号住居肚がわすかに

顔をみせている。

<70号 住居出土の有孔鍔付土器

胴上半部に円形を主とした文

様を配した華麗な土器て,全

面赤提芭を呈し,よ く研磨さ

れ製作に特別な配慮か払われ

ている。
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<70号 住居出

±石器

打製石.斧類

<同 一ヒ

凹 石,磨 石

<同 上

砥 石,石 皿,

敲 石
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▲72号住居出ゴニの深鉢形主器 ▲73号住居出土土器

▼ 中央72号 住 居雄 右 手 上方 から り5/,74,73号 住居 坑 が切 り合 って いる。72号 住 居 は.壁 高65

cmを 計 る比 藪的 深 く掘 られた 住 居坑 で ある。
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▲中央左 手 り52号住居 杜 右手77号 住居 埴(南 側から)

</52号 イ主居 石匪目実戸

平ら な石 を並 へ

て作 られ,申 心

こ小 さな 掘込 み

がある 。

レ78号 住 居出 土の 藤 内II式 期の 土器

▼中央78号 住 居 虻と右 手 こ切 られて り53号住居 埴(西 方)
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▲79号 住居 肚(南 西側から)直 径550×540m円 形 プラ ン の

曽利II式 期 住居 。炉 石 ま まとんど抜 去 され ていた 。

レ/23号 住居 の石 囲炉

▼中央の炉を持つ住居が/23号住居堆。その上方こわすかな壁

の立ち上りをみせて8/号住居肚(西 則から)
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▲80,/25号 住 居 堆(南 更/則から)中 央 の 石 囲 埋 甕 炉 の あ

るの が80号,手 前80号 こ大 半 を切 られ,わ す か こ孤状

こ残 され て いるの がり25号。

レ80号住居堆覆土出土土器

▲80号住居坑石謡埋甕炉 手前ま長芋 こより撹乱。 ▲炉 こ埋 め られてい た± 器

高 さ203cm
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▲82号住居吐(西 則から)東 側は道路下のため未掘。手前に埋甕が,北 壁下に石㎜がみえる。

▲ 同埋甕 埋設 状 態 高さ54cmの 完形 ・大形 の

甕 が正 位 に埋設 され て いた。

▲同 埋 甕

▲床面上から石皿と磨石とかセットて出土した。 ▲82号 イ三1居出 」ゴニゴニDD
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▲左手 から87,84号 住 居 坑(北 側から)。

残念 なが ら半分 は調査 区外 てあ った が,

集落 がも っ と南へ 拡 がる こと を示 した住

居の りつ で ある。

レ84号住居の石囲炉 半分は長芋

の耕作によると思オりれる。

▼85号 住 居 姓(北/則 から)上 と同 しく,¥/分 以 上 が調査 区域 外 であ った。
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㌔

▲88,90,9/,/30,り42号 住 居 肚(西 則から)番 手前 がり42号,そ の奥 で石 囲炉 のあ る住居 が88号,

さ らに奥 で壁 に立石 が倒 れて いる のが90号,90号 の右 手 が9/号 で,88号 の右 手 が/30号 。

」

▲89号 住居 埴(更 側から) 中央に小さな石囲炉をもち,床 ■ヒには平石が置かれている。
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<90号 住 居 埋甕

埋甕 は,[縁 部 を

わす かに 欠 くだ け

の±器 を正位 に 埋

めて いる 。 その ロコ

に は,小 さ な±器

が樹 二入 れ られ て

いた 。高 さ,埋i甕

25cm,入 れて あ っ

た土器//cm。

レ90号住居坑出土石器

打製石斧類。短冊形

を主とするが,形 の

整わないものも多い。

レ同上。 凹石,石 匙,

磨製石 斧,石 鍍。 凹

石 は磨 石 と兼用 する

もの が多 い。
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<9「 号イ主居 坑 号呂≒ 出ゴニ状能

▼ 同 上一 器 台

完 形 のも のは珍 ら しい 。

<88号 住 居肚 土器 山±状 態

豪 垂な 把手 を柑 し,胴 下¥/に は

=角 形 を主 体 と した 文様 を 配 し

た 縄文 中期 士器 の逸 品。高さ479

cmO

▼同 上 ±器展閂写真
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88号住居祉出±±

器 床百よりやや

浮いて重なり合う

ようこ豪華な土器

が多量こ出土した。
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▲手 前 中央 に92号,方 向 に左 から/26,/27,

/28号 の各 住居 地(西 則から)。

レり26号住居の炉石が持ち去られた炉から押

しつふれた形で山土した曽利V式 深鉢形±

器。

▲炉内 出土 土器 の復元 後

現存 高20cmO

底 部 はな く,

▲ り28号住居 埋 甕 正位 で埋 設 され底

部 まで完 存。 高 さ/9.4cm。
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▲93号 住 居 肚 晒 側から)南 側 を¥/安7号 住居 に切 られ,炉 の〔‡映 を長芋 の耕作 機 が通 っ てい る。

▲97号 住 居 雄 便 イ則から)25×25mの 最小 規模 住居 た った。
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▲94号 住 居 雄(北 側から)床 面 はあ まり堅 くな か った。

▲ 手 前 か ら95,96,//2号 の 各 住 居 姓(北ｮiJか ら)後 世 のxx乱 が 著 し い 。
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▲/00一 号 イ≡i[三居 ゴLLL二多数のピットにより床面の凹凸が著しし○
＼ 炉は中央に僅かな掘り込みがみられる。

▲/00号 住 居t止 出土土器 高 さ共 に20cm。
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<98号 住居 堆 出土 土器

高 さ42cm。

▼ 左 か ら そ れ ぞ れ 高 さ32cm,22cm,/8cm。

▲98号 住 居 比(北 西から)中 央 の石囲 炉 ま99号 住 居(左 手)こ よ っ て¥/損 して いる。
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▲99号 住居1止出土 埋甕 高 さ2/cm。 ▲(同左)石 囲い炉 南側の石が抜去されている。

▲99号住居肚 小規模な住居であるのにかかわらす大型炉を用いている。

6/
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▲/0/号住居雄(手前)と/55号 住居埴 佐奥)/0/号 住居の炉は掘り込みの深い

大型炉であるが石は抜去されている。床面の凹凸が著しい。

<(同 上)埋 甕

高 さ26cm。

[縁 部を欠損している。

レ/0/号 住 居 埴 出 土 土 器

高 さ24cm(:左),/55m(右)
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レ/02号 イ≠[居tl一ヒ出 ゴニゴニ器

高 さ32cm(左)と22cm(右)

</02号 イ主居 虹獣戸

▼/02号 イヨ三居tLk全二舞…

中央:の小 型石 囲炉 と4本 主 柱穴 を もち非 常

に整 った形 をとる 。直 こ うの切 合い は小 竪

穴。
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/03号 住 居 肚 出 ゴニゴニ器

高 さ56cm(上),49cm(上 右)

左 か ら23cm,/9cm,/3cm(右)

▼/03号 住居 虻(北 から)

5本 主柱 穴,石 囲 炉の 狢 沢期住 居肚 。
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▲//3号 住 居坑(外 側)と//4号 住居 埴(内 側)//4号 住 居 は6角 形の周溝 をもつ。

狭 くな った ため か,拡 張 し//3号 住居 をつく って いる(西 イ則から)。

▲//4号 住居 比出士 ± 器

高さ/75cm。

<同 上 出土石 器

打製石 斧,ス クレ イパ,

石鍔,大 型石匙,石 皿,

敲 石,磨 製石 斧
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▲//5号 住居 埴(西 から)道 路 に かか り西側¥/分 を確 認す るに とど ま った。

▲//7号 住 居 埴(東 から)床 面 の凹凸 が激 しい 。手前 の落 ち込 みは小 竪穴 。
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▲/29号住居埴(北側から)大 きな石を使用し

た四角い石囲炉の中央を長芋の耕作が入り,

石が抜去されている。

レ(同上)石 囲炉 向かい合わせの 方ま¥/

らな巨石を立てて使い,他 方ま細長い石の
¥/らな面をkこ して組み合わせてある。

▲/22号 住:居埴 便 イ則から)一 ヒ方 は¥/安 時代/6号 住 居 。中央 こ石 囲炉 が半分 残 って いる。
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▲/20号住居杜土器出土状態 住居間中央を中心として完形・半冗形の工器か9

量に出±。狢沢期のすはらしい 括資料の発見であった。

▲/20号 出土 土器 右の よ うな出 土 状 態 の ± 器 を復 元す ると左 の よう なす はら

しい土器 が姿 を現わ した。 高 さ,一ヒ2りOcm,下200cm。
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▲/20号住居堆(北 西則から)多 量…の土器を取り除くと,四 本主柱を結ふ溝のある特異な住居

が顔をみせた。 本の主柱わきこま上面が¥/ら獄石が床 こすえられていた。

▲/2/号 住 居 比(醐 則から)3り ×30mの 小 さ獄狢 沢期 の住居 て,中 央 こ石 麗 炉 をもつ。
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▲/3/号 住居 堆(南 西 則から)手 前 に埋 甕 が埋 設 され てい る。

<(同 上)埋 甕 底 部完 存

正 位 。高 さ/95cm,中

に礫 が/個 入 って いた 。

レり48号住 居 埋 甕 正 イ立

で底 部 まて完 存 。高 さ

345cmo

▲/48号 住 居L堆(南 西側から) 炉石はすべて抜去され,手 前に埋甕が埋設されている。
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▲右 手¥/安 の//号 住 居 に

切 ら れ た/32号 住居 坑

(南側から)

</32号 住 居 土 ± の 土錆

直径25cmの ノ」＼さな もの

▲(同上)石 囲炉 炉石のりつは平安

時代に抜かれたのかもしれない。

▲手 前/33号 住 居甦 奥 にり34号住居 坑(更/則 から)
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▲り36号住居(南/則 から)中 央からやや北寄りに石囲炉が

ある。焚■に平らて大き獄石を[い,囲 りに大きな石を

縦に組んて作られた大き怠炉てある。

レ/36号住居石囲炉 長芋の耕作機が,ち ようと炉の左中

はまて入ってとまっている様子がよくわかる。

<手 前 り39号住 居 垣 そ の

上方 に/40号 イ乍居 坑。(西

偶/から),北 慣1を¥/安 時 代

の4号 住居 に 切 られ てい

る。 後世 の擬 乱 が著 しい。
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▲甲央/37号住居姑と右上に/62号住居坑の貼床が出ているか,調

査区域外のため禾掘。手前に埋甕が埋設されている。栖剤

レ/37号 住居t里甕 正 位 て埋 設さ れ底 部 まて完 存。 高 さ576cm。

▼/46号 住居 出 土土器

▼/46号 住居 出ゴニゴニ器

▼/46号 住居 堆(更方)

大 部分 調査 区 域外

てあ った が,大 量

の 土詐 か出 土 した。
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▲/45号 住居 出± の顔 面把 手付 土器 ±偶 よう獄 表情 を し,胸 部 まであ る。 高さ280cm。

▼手前 の石 囲炉 が り43号住 居 堆 その上 方 が/45号 住居 虹L,/43号 住 居右 手 が/44号 住居 廿 。3

軒 とも ほと んど 同 レヘル で検 出 された 。/43,/45号 の炉¥/分 は長芋 の耕 作 による 。
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▲/47号住居鮭(南側より)手 前入ロ部に埋甕が設けられ,

奥壁よりに炉石が抜かれた炉がある。4本 主柱のやや

隅丸方形状を呈する住居。

<同,埋 甕 底 まて ある胴 下¥/分 を正位 に埋設 。

高 さ345cm。

レ同住居 堆出 ±±器

高さ/50cm。

▼同住居出土土鈴 中には小石が入っていた。
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▲/56号 住居 埴(北 側から) 中央上の貼床た プが残存。柱穴8本 と思われる。

▲/57号 住 居 堆と小 竪穴(北 側から)

▲/61号 住居 堆 便 側から)

76



▲り49号イ主居 (南西側から)
レ/49号イ主居の石囲埋甕炉

大きな石を組んた中央 こ

小さな土器が埋設されて

いる。

</50号 住居の石囲炉

方に土器片が使用さ

れている。

Ψ κ 訊κ

▲/50号 住 居 姓(北/則から)右 手下 こ石皿 が床 上 こ伏 せ られ ている 。
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